
　真鍋家住宅は、明治から大正時代にかけて建てられた主屋、大正７年から昭和３７年まで郵

便局として使われていた建物、乾蔵、倉庫、納屋、表門の合計５棟の建物で構成されています。保

存状態が良く、島の住宅建築を知るうえで貴重な建物です。
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真鍋家住宅主屋ほか
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場所
・ 笠岡市真鍋島
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時代
・ 明治時代～大正時代
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指定年月日

・ 平成１８（2006）年
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